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超新星残骸の重元素の運動速度や分布から、親星の爆発機構や進化に関する情報が得られる (e.g., Sato et al.
2021)。XRISM衛星のマイクロカロリメータやXMM-Newton衛星などの回折格子を用いた精密X線分光では、
特性X線のドップラーシフトやイオンによる光子の吸収・再放射過程（共鳴散乱）の検出により、3次元で運動
や分布を制約できる。ここで重要なのが、特性X線の波長や振動子強度の精確な実験値である。本講演では、こ
れらの取得を目的に行う、EBITを用いた SPring-8での実験について報告する。EBITは電子ビームでイオンを
生成し、その特性X線を検出する装置である。2022年春季年会 (Q36a)で報告した通り、我々は天文学のための
EBITをMax-Planck-Institut für Kernphysikと共同で日本に導入した。今回我々はヘリウム様酸素のK殻やネ
オン様鉄の L殻 (3s → 2pや 3d → 2p遷移)の共鳴遷移の測定を行う。ネオン様鉄の L殻遷移線は、∼700 eVにお
いて顕著であり、共鳴散乱のみならず鉄の組成比などの測定にも重要な輝線である。その強度比は天体観測と実
験室プラズマでは比較的整合するが、理論計算とは乖離するという問題点がある (e.g., Beiersdorfer et al. 2004)。
我々は EBIT内部のイオンに単色化した放射光を入射し、共鳴散乱を再現、散乱された光子を検出する。入射光
子のエネルギーに対する散乱光子数の依存性を測定することで、放射光のエネルギー分解能（E/∆E ∼ 10000）を
用いた精密なスペクトルが得られ、振動子強度などの輝線強度や共鳴散乱の断面積を決める上で重要なパラメー
ターを制限できる。本講演では実験手法や結果に加え、我々の EBIT実験の展望についても議論したい。


